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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令

和
８
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

昨
年
の
下
川
町
の
農
業
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
一

昨
年
同
様
平
年
よ
り
高
温
で
推
移
し
た
影
響
で
、
米

は
平
年
作
な
が
ら
麦
、
蕎
麦
、
飼
料
作
物
、
青
果
物

等
は
収
量
、
品
質
等
多
か
れ
少
な
か
れ
何
ら
か
の
影

響
を
受
け
ま
し
た
。
青
果
物
に
お
い
て
は
全
国
的
な

高
温
の
影
響
で
価
格
は
高
値
で
推
移
し
、
生
産
額
は

平
年
並
み
程
度
と
な
り
ま
し
た
。
全
国
的
な
夏
場
の

高
温
傾
向
は
今
後
も
続
く
と
予
想
さ
れ
、
今
後
の
作

付
け
体
系
、
品
種
、
ハ
ウ
ス
の
暑
熱
対
策
等
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

昨
年
は
国
の
農
政
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
水

田
政
策
の
見
直
し
と
令
和
９
年
度
以
降
農
業
の
構
造

転
換
を
集
中
的
に
推
し
進
め
、
そ
の
た
め
の
特
別
枠

の
予
算
の
確
保
、
交
付
金
は
田
畑
関
係
な
く
作
物
ご

と
の
生
産
性
へ
の
支
援
へ
転
換
す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
新
た
な
政
策
は
今
年
６
月
ま
で

に
ま
と
ま
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
国
の
政
策
に
対
し
、
下
川
町
で
は
、
こ

の
20

年
ほ
ど
は
大
規
模
な
基
盤
整
備
事
業
は
実
施

し
て
お
ら
ず
、
現
在
関
係
機
関
と
農
業
者
か
ら
な
る

畑
作
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
新
年
度
か
ら
基
盤
整
備

事
業
の
活
用
を
視
野
に
入
れ
た
畑
作
振
興
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
予
定
で
す
。 

 
農
地
の
大
区
画
化
で
作
業
効
率
の
向
上
を
図
り
、

明
渠
や
暗
渠
、
除
礫
等
の
土
地
改
良
に
よ
り
単
収
の

増
加
を
図
る
総
合
的
な
事
業
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
実
施
す
る

た
め
の
計
画
は
、
行
政
主
導
で
は
な
く
、
農
業
者
一

人
一
人
の
意
向
の
集
積
で
成
り
立
つ
も
の
で
あ
り
、

今
後
10

年
先
の
下
川
の
農
業
は
ど
う
あ
る
べ
き
な

の
か
を
十
分
議
論
し
た
う
え
で
農
業
者
主
導
の
事
業

と
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
、
行
政
、

農
業
委
員
会
、
土
地
改
良
区
等
の
関
係
機
関
で
連
携

し
な
が
ら
農
業
者
へ
の
事
業
効
果
な
ど
の
情
報
提
供
、

話
し
合
い
を
通
じ
て
事
業
参
加
を
集
い
、
事
業
計
画

の
素
案
作
成
の
期
間
と
位
置
付
け
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。 

 

農
業
委
員
会
と
し
て
、
将
来
の
地
域
農
業
振
興
、

特
に
畑
作
振
興
の
た
め
の
最
重
点
事
項
と
し
、
農
業

者
と
と
も
に
考
え
活
動
を
強
化
し
て
い
く
所
存
で
お

り
ま
す
。 

 

皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
と
ご
意
見
を
お
願

い
し
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

                      

し
も
か
わ
農
業
委
員
会
だ
よ
り 

発
行
：
下
川
町
農
業
委
員
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迎
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農
業
委
員
会
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会
は

、
毎
月

25

日
前
後
に
開
催 

  

農
地
の
賃
貸
借
、
売
買
や
農
地
転
用
に
は
、
農

業
委
員
会
の
審
議
・
決
定
が
必
要
で
す
。 

  

総
会
は
、
毎
月
25

日
前
後
に
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
、
当
該
月
の
概
ね
10

日
前
後
ま
で
に
事
務

局
へ
申
請
書
等
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 
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令
和
７
年
11

月
13

日
～
14

日
の
一
泊
二
日
の

日
程
で
道
内
の
視
察
研
修
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
「
ホ
ク
レ
ン
農
業
総
合
研
究
所
長
沼
研

究
農
場
」
で
の
《
暑
熱
対
策
》
に
つ
い
て
と
、
「
北

海
道
農
政
事
務
所
」
で
《
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
》
に
つ
い
て
、
を
視
察
し
ま
し
た
。 

 

参
加
さ
れ
た
委
員
の
研
修
レ
ポ
ー
ト
を
以
下
に
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。 

       

●
ホ
ク
レ
ン
農
業
総
合
研
究
所
長
沼
研
究
農
場 

 

ハ
ウ
ス
内
の
温
度
抑
制
を
目
的
と
し
た
、
遮
光
ネ

ッ
ト
、
遮
光
フ
ィ
ル
ム
そ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
及
び

品
種
に
よ
る
差
異
な
ど
を
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
、
成
長

度
合
い
、
収
量
へ
の
影
響
な
ど
を
詳
細
に
デ
ー
タ
化

し
、
解
析
が
な
さ
れ
、
一
農
家
で
は
で
き
な
い
実
証

試
験
結
果
を
情
報
と
し
て
得
ら
れ
た
。 

 

研
修
結
果
と
し
て
、 

１
．
専
門
的
に
実
証
し
て
い
る
機
関
を
積
極
的
に
招

き
、
知
識
、
情
報
を
町
内
農
業
者
へ
普
及
さ
せ
る

よ
う
に
し
た
い
。 

２
．
暑
熱
対
策
に
も
限
度
が
あ
り
、
今
栽
培
さ
れ
て

い
る
作
物
も
そ
う
長
く
な
い
将
来
栽
培
で
き
な
い

環
境
に
な
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
暑
さ
に

強
い
作
物
を
模
索
す
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。 

       

●
北
海
道
農
政
事
務
所 

 
｢

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略｣

に
つ
い
て
研
修

し
て
き
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
日
本
農
業
の
課
題
・
問
題
点
と
し
て
、 

１
．
気
候
変
動
・
大
規
模
自
然
災
害
の
増
加 

２
．
生
産
基
盤
弱
体
化
・
地
域
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
衰
退 

３
．
農
林
水
産
分
野
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出 

４
．
肥
料
原
料
の
輸
入
に
頼
る
状
況 

 

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
令
和
３
年
に
「
み
ど
り

の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。 
 

概
要
と
し
て
は
将
来
に
わ
た
る
（
2050

年
を
目
標
）

持
続
可
能
な
食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
で
、
調
達
・
生

産
・
加
工
流
通
・
消
費
の
分
野
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の｢
生
産｣

部
分
が
農
家
の
関
係
す
る
箇
所
で
、

環
境
負
荷
低
減
に
取
組
む
個
人
・
法
人
農
家
な
ど
が
、

知
事
に
申
請
し｢
み
ど
り
認
定｣

を
受
け
ま
す
。 

 

認
定
対
象
の
環
境
に
や
さ
し
い
取
組
み
と
は
、
土

づ
く
り
・
化
学
肥
料
の
低
減
・
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
・
バ
イ
オ
炭
の
農
地
施
用
な
ど
で
す
。 

 

認
定
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
補
助
事
業
採
択
の
優
遇
、

設
備
投
資
の
税
金
優
遇
な
ど
が
あ
り
、
他
に
消
費
者

に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る｢

み
え
る
ら
べ
る｣

が
あ
り
ま
す
。 

 

手
続
き
は
事
業
申
請
時
と
報
告
時
に
チ
ェ
ッ
ク
シ

ー
ト
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
、
内
容
が
難
し
く
、

面
倒
な
感
じ
が
し
ま
す
が
、
実
際
の
農
業
経
営
で
無

理
な
く
実
現
出
来
る
の
で
あ
れ
ば
、
メ
ッ
リ
ッ
ト
も

あ
る
の
で
検
討
し
て
み
て
下
さ
い
。 

       

●
ホ
ク
レ
ン
農
業
総
合
研
究
所
長
沼
研
究
農
場 

 

今
回
の
研
修
で
は
、
高
温
の
傾
向
が
続
い
て
い
る

下
川
町
で
も
、
農
業
の
収
益
に
直
結
す
る
問
題
と
し

て
、
施
設
栽
培
（
主
に
ト
マ
ト
）
の
暑
熱
対
策
試
験

結
果
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

内
容
と
し
て
は
、
遮
熱
フ
ィ
ル
ム
効
果
比
較
／
外

張
り
遮
光
資
材
自
動
開
閉
試
験
／
品
種
お
よ
び
台
木

に
よ
る
対
策
等
で
、
直
近
で
出
来
る
対
策
を
収
益
性

や
コ
ス
ト
面
も
含
め
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。 

 

特
に
遮
熱
フ
ィ
ル
ム
効
果
比
較
は
、
ハ
ウ
ス
ビ
ニ

ー
ル
は
定
期
的
に
張
り
替
え
が
必
要
で
必
ず
か
か
る

コ
ス
ト
な
の
で
、
作
型
に
関
わ
ら
ず
参
考
に
な
り
ま

し
た
。 

 

今
回
の
試
験
結
果
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
視
聴
で
き

る
の
で
、
農
業
者
全
体
で
情
報
共
有
し
て
、
よ
り
良

い
経
営
に
繋
が
れ
ば
と
考
え
ま
す
。 

       

●
北
海
道
農
政
事
務
所 

 

み
ど
り
戦
略
と
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
生
物
多

様
性
保
全
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
令
和
３
年
に
策

定
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
一
番
興
味
を
持
っ
た
の
が

道
内
視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト 

会 

長 

 
 
 

及 
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会
長
代
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CO2 

調
達
、
生
産
、
加
工
・
流
通
、
消
費
、
そ
れ
ぞ
れ
の

関
係
者
が
連
携
す
る
こ
と
で
持
続
可
能
な
フ
ー
ド
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
推
進
さ
せ
る
こ
と
で
す
。 

 

調
達
で
は
、
脱
輸
入
、
脱
炭
素
化
、
環
境
負
荷
軽

減
を
推
進
で
、
「
下
川
な
ら
、
バ
イ
オ
炭
や
木
質
バ

イ
オ
を
堆
肥
に
混
ぜ
る
な
ど
す
れ
ば
活
用
で
き
そ
う
」

と
い
う
意
見
が
他
の
委
員
か
ら
出
て
い
ま
し
た
。 

 

生
産
で
は
、
持
続
可
能
な
生
産
体
制
の
構
築
で
、

化
学
農
薬
・
肥
料
の
使
用
量
低
減
。
機
械
の
電
化
や

資
材
の
グ
リ
ー
ン
化
の
取
組
み
。 

 

加
工
・
流
通
で
は
、
デ
ー
タ
・
Ａ
Ｉ
の
活
用
等
に

よ
る
合
理
化
・
適
正
化
。 

 

消
費
で
は
、
持
続
可
能
な
消
費
の
拡
大
や
食
育
の

推
進
。
環
境
負
荷
低
減
の
取
り
組
み
の
見
え
る
化
や 

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
へ
の
貢
献
の
度
合
い
に
応
じ
、

星
の
数
で
表
示
し
た
【
み
え
る
ら
べ
る
】
の
取
組
み
。 

イ
オ
ン
北
海
道
や
道
北
ア
ー
ク
ス
で
【
み
え
る
ら
べ

る
】
の
商
品
が
販
売
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
近
隣
で
は

士
別
市
の
イ
ナ
ゾ
ー
フ
ァ
ー
ム
で
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス

が
通
年
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
も
気
候
変
動
や
自
然
災
害
の
増
加
な
ど
農
業

分
野
に
お
け
る
影
響
は
計
り
知
れ
ず
、
そ
の
中
で
自

分
が
ど
う
関
わ
り
ど
う
貢
献
で
き
る
の
か
考
え
さ
せ

ら
れ
る
研
修
で
し
た
。
ま
ず
は
【
み
え
る
ら
べ
る
】

が
貼
ら
れ
た
食
品
を
買
う
こ
と
か
ら
始
め
て
み
よ
う
。 

       

●
ホ
ク
レ
ン
農
業
総
合
研
究
所
長
沼
研
究
農
場 

 

今
回
は
、
以
下
の
実
証
試
験
に
つ
い
て
解
説
・
質

疑
応
答
し
て
い
た
だ
い
た
。 

①
大
玉
ト
マ
ト
品
種
お
よ
び
台
木
利
用
に
よ
る
暑
熱

対
策→

苗
代
が
３
倍
に
な
る
こ
と
か
ら
導
入
は
部

分
的
か
つ
自
圃
場
で
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
一

部
の
品
種
で
高
温
に
優
位
な
結
果
が
出
て
お
り
、

検
討
の
価
値
は
あ
り
そ
う
だ
。 

②
遮
熱
フ
ィ
ル
ム
効
果
比
較
試
験→

高
温
に
よ
る
着

色
不
良
果
の
低
減
を
目
指
し
た
試
験
。
研
究
所
で

の
６
月
中
旬
定
植
と
い
う
短
期
間
栽
培
で
は
、
対

策
な
し
に
比
べ
、
遮
熱
フ
ィ
ル
ム
の
効
果
は
幾
分

あ
り
そ
う
だ
が
、
春
先
か
ら
の
長
期
栽
培
で
の
検

証
は
自
分
で
行
う
必
要
が
あ
る
。 

③
外
張
り
遮
光
資
材
自
動
開
閉
試
験→

寒
冷
紗
の
自

動
開
閉
は
容
易
に
設
置
可
能
な
ら
導
入
し
て
み
た

い
が
、
研
究
所
で
は
期
間
の
途
中
で
確
実
に
動
作

で
き
な
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
、
結
果
が
出
た
と

は
言
え
ず
、
現
実
は
簡
単
で
は
な
い
よ
う
だ
。 

④
排
液
・
肥
料
削
減
に
向
け
た
底
面
か
ん
水
シ
ス
テ

ム
の
効
果
検
証→

主
枝
更
新
の
時
期
や
段
数
見
極

め
の
剪
定
技
術
に
よ
り
収
量
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
の

で
、
試
し
て
み
る
価
値
が
あ
り
そ
う
だ
。 

       

●
北
海
道
農
政
事
務
所 

 

今
年
度
の
研
修
は
、
札
幌
市
の
北
海
道
農
政
事
務

所
で
『
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
』
に
つ
い
て

学
ん
だ
。 

 

こ
の
テ
ー
マ
、
簡
潔
に
言
う
な
ら
ば
、
「
農
林
水

産
業
や
地
域
の
将
来
も
見
据
え
た
持
続
可
能
な
食
料

シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
が
基
本
的
な
考
え
で
あ
る
。 

 

下
川
町
で
も
、
課
題
の
一
つ
、 

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
化
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
主
に
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
の
圃
場
に
木
炭
を
散
布
し
、
炭
素
を
大
地
に

還
元
す
る
事
で
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
水
田
で
の
中
干
し
、
秋
耕
も
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
に
則
し
た
取
り
組
み
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
を
取
り
組
む
事
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
国
か
ら

の
支
援
措
置
を
受
け
や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
、

今
後
も
継
続
す
る
事
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。 

 

下
川
町
の
農
業
を
持
続
可
能
な
産
業
と
し
て
捉
え

た
時
、
外
せ
な
い
テ
ー
マ
で
あ
る
『
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
』
を
学
べ
た
こ
と
は
、
大
変
有
意
義

な
研
修
と
な
っ
た
。 

 

※
研
修
資
料
は
農
業
委
員
会
事
務
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。 

     

令
和
７
年
12

月
11

日
に
、
及
川
幸
雄
会
長
、

三
島
卓
会
長
代
理
出
席
に
よ
り
、
田
村
泰
司
町
長
へ

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
の
下
川
町
農
業
の
発
展
の
た
め
に
必
要

な
施
策
を
意
見
と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。
今
年
は

農
地
利
用
の
最
適
化
、
農
業
振
興
、
鳥
獣
害
対
策
の

３
点
に
つ
い
て
、
現
状
の
課
題
と
今
後
の
具
体
的
な

取
組
み
体
制
を
提
言
す
る
も
の
で
す
。 

 

以
下
に
、
意
見
書
内
容
を
簡
潔
に
要
約
し
ま
す
。 

 

一 

農
地
利
用
最
適
化
の
促
進
に
つ
い
て 

 

・
畑
作
振
興
と
新
規
就
農
対
策
（
居
抜
き
方
式
）
を

加
速
す
る
た
め
、
関
係
機
関
の
横
の
連
携
強
化
が

委 

員 

 
 
 

吉 

田 

公 

司 

委 

員 

 
 
 

品 

地 

一 

彰 

令
和
８
年
度
下
川
町
農
地
等
利
用
最
適
化 

推
進
施
策
に
関
す
る
意
見
書
を
提
出 
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急
務
で
あ
る
。 

・
農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
お
う
る
」
を
拠
点
と
し
、

司
令
塔
と
な
る
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
農
地

整
備
や
新
規
就
農
支
援
に
関
す
る
意
思
決
定
を
一

元
化
で
き
る
体
制
を
早
急
に
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

二 

農
業
振
興
に
つ
い
て 

 

・
高
齢
化
、
人
手
不
足
に
加
え
、
高
温
化
や
資
材
高

騰
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
増
大
へ
の
対
策
が
重
要
で

あ
る
が
、
現
在
の
対
策
は
個
々
や
小
グ
ル
ー
プ
で

の
情
報
交
換
に
留
ま
り
、
情
報
が
共
有
さ
れ
て
い

な
い
課
題
が
あ
る
。 

・
技
術
・
知
識
の
普
及
役
で
あ
る
農
業
士
・
指
導
農

業
士
を
積
極
的
に
増
や
し
、
町
全
体
の
生
産
情
報

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
必
要
が
あ
る
。 

 

三 

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て 

 

・
近
年
、
ヒ
グ
マ
に
よ
る
被
害
が
人
命
を
脅
か
す
段

階
に
入
っ
て
お

り
、
対
策
が
急

務
で
あ
る
。 

 

・
農
村
地
域
の
住

民
と
話
し
合
い

の
場
を
設
け
、

正
確
な
情
報
把

握
に
基
づ
い
た

地
域
住
民
へ
の

自
衛
策
と
中
長

期
的
な
対
応
を

策
定
・
実
施
す

べ
き
で
あ
る
。 

    

下
川
町
で
は
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
農
地
の
売
買
、

賃
貸
借
、
使
用
貸
借
に
つ
い
て
は
、
農
地
中
間
管
理

機
構
（
北
海
道
農
業
公
社
）
を
経
由
し
た
仕
組
み
に

変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
変
更
に
伴
い
、
売
買
の
場
合
に
は
、
当
事
者

双
方
に
対
し
て
、
左
図
に
記
載
の
割
合
で
売
買
代
金

に
手
数
料
な
ど
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
全
道
一
律
で
の
対 

応
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
農
地
売
買
の
際
は
ご
注
意
願
い
ま
す
。 

                

                            

物
価
高
騰
。
非
常
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
ワ
ー
ド

だ
。
し
か
し
、
受
け
手
に
よ
っ
て
意
味
合
い
が
異

な
っ
て
く
る
。 

 

消
費
者
は
、
生
活
に
直
結
し
、
買
い
控
え
が
起

こ
る
。
生
産
者
は
、
価
格
転
嫁
に
よ
り
再
生
産
可

能
な
水
準
に
上
が
り
、
持
続
可
能
な
産
業
が
成
り

立
つ
。 

 

こ
の
両
者
に
は
、
埋
め
が
た
い
溝
が
あ
り
、
今

も
な
お
議
論
が
尽
き
な
い
。
こ
の
溝
を
埋
め
る
者

は
、
国
で
あ
り
、
行
政
だ
。 

 

次
世
代
を
担
う
若
者
が
住
み
や
す
い
日
本
に
な

る
為
に
も
、
今
一
度
『
他
者
へ
の
思
い
や
り
』
を

強
く
願
う
。 

（
品
地 

一
彰
） 

編
集
委
員 

谷 

口 

真 

帆 

吉 

田 

公 

司 

品 

地 

一 

彰 

 

農
地
の
売
買
の
仕
組
み
に
つ
い
て 

編
集
後
記 

 

「

農
業
委
員
会
だ
よ
り

」 

は
下
川
町
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で 

も
公
開
し
て
い
ま
す

。 

  

令和８年４月から月の購読料が変更

になります。（紙版 700円→900円） 


